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文
献間
違
い
や
す
い
年
代
の
も
の
の
み
四
桁
の
西
暦
を
記
し
た
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
下
二
桁
の
み
を
記
す
。

辞
典
一
覧

『広
辞
苑

『新
字
源

『大
辞
林

第
五
版
』
（
新
村
出
編
、
岩
波
書
店
、
九
八
年
、
「
広
辞
苑
」
と
略
記
）

第
五
三
版
』
（小
川
珠
樹
他
編
、
角
川
書
店
、
七
三
年
、「
新
字
源
」
と
略
記
）

第
二
版
』
（
松
村
明
他
編
、
三
省
堂
、
九
五
年
、
「大
辞
林
」
と
略
記
）

著
書
・
論
文
・
史
料
一
覧

『C
D再
現
東
海
道
五
十
三
次
』
双
葉
社
ス
ー
パ
ー
ム
ッ
ク
、

O
九
年
（
『
C
D』
と
略
記
）

『時
事
新
報
』
復
刻
版
、
龍
渓
書
舎
、
一
九
八
六
年
1

『福
沢
関
係
文
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
』
、
慶
応
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
雄
松
堂
出
版
、
八
九
年
1
（「文
書」

と
略
記
）

『福
沢
関
係
文
書
収
録
文
書
目
録
』
第
二
分
冊
、
慶
応
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
編
、
雄
松
堂
書
店
、
九
一
年

（「
目
録
」
と
略
記
）

あ
行飯
田
三
次
「
金
玉
均
氏
を
福
沢
先
生
に
紹
介
す
」
、
葛
生
玄
陣
編

『金
玉
均
』
（
非
売
品
、
一
九
一
ム
ハ
年
）
所
収

家
永
三
郎

「日
本
道
徳
思
想
史
』
岩
波
書
店
、
五
四
年

石
河
幹
明
①

「福
浮
諭
士
口
傍

（三）』

岩
波
書
店
、
三
二
年

石
河
幹
明
②
「
附
記
」
、

『続
福
浮
全
集
』
第
五
巻
「
時
事
論
集
」
（岩
波
書
店
、
三
四
年
）
所
収

泉

鏡

花
「
夜
行
巡
査
」、
同

『外
科
室

・
海
域
発
電
他
五
編
』
（
岩
波
文
庫
、
九

一
年
）
所
収

（
原
典
は
一
八
八
五
年
刊
）



資料・史料一覧

井
田
進
也

「歴
史
と
テ
ク
ス
ト
｜
｜
西
鶴
か
ら
諭
吉
ま
で
』
光
芭
社
、

O
一
年

一
ノ
瀬
俊
也

『旅
順
と
南
京
｜
｜
日
中
五
十
年
戦
争
の
起
源
』
文
春
新
書
、

O
七
年

伊
藤
正
雄
『
福
沢
諭
吉
論
考
』
古
川
弘
文
館
、
六
九
年

井
上
角
五
郎
①

『漢
城
之
残
夢
』
春
陽
書
楼
、
一
八
九

一
年

井
上
角
五
郎
②
「
関
係
書
類
は
何
も
な
い
」
、
葛
生
玄
陣
編

『
金
玉
均
』
（
非
売
品
、
一
九

一
ム
ハ
年
）
所
収

井
上
角
五
郎
③

『福
沢
先
生
の
朝
鮮
御
経
営
と
現
代
朝
鮮
の
文
化
と
に
就
い
て
』
三
四
年

井
上
角
五
郎
④
「
朝
鮮
事
変
に
就
い
て
」
、
明
治
文
化
研
究
会
編
「
明
治
文
化
研
究
』
一
九
二
九
年
四
月
号

井
上
勝
生
①
「
日
本
軍
に
よ
る
最
初
の
ア
ジ
ア
民
衆
虐
殺
」
、
「
世
界
』

（
岩
波
書
店
）

O
一
年
一

O
月
号
所
収

井
上
勝
生
②

「
甲
午
農
民
戦
争
（
東
学
農
民
戦
争
）
と
日
本
軍
」
、
田
中
彰
編
『
近
代
日
本
の
内
と
外
』
（
吉
川
弘
文
堂
、
九
九
年
）
所
収

井
上
清
①

「日
本
の
歴
史
中
』
岩
波
新
書
、
六
六
年

井
上
清
②

『日
本
の
歴
史
下
』
岩
波
新
書
、
六
六
年

井
上
清
③
「
日
本
の
朝
鮮
侵
略
と
帝
国
主
義
」
、

「日
本
の
軍
国
主
義
』
（
岩
波
書
店
、

O
四
年
）
所
収

（
原
論
文
は
六
八
年
公
表
）

井
上
晴
樹

『旅
順
虐
殺
事
件
』
筑
摩
書
房
、
九
五
年

岩
崎
允
胤
『
日
本
近
代
思
想
史
序
説
明
治
前
期
（
上
）
』
上
、
新
日
本
出
版
社
、

O
二
年

色
川
大
吉
『
近
代
国
家
の
出
発
』
中
公
文
庫
（
『
日
本
の
歴
史
』
第
一
一
一
巻
）
、
七
四
年

内
村
鑑
三
①
「
福
沢
諭
吉
翁
」
、
伊
藤
正
雄

『明
治
人
の
観
た
福
沢
諭
士
口
』
（
慶
応
義
塾
大
学
出
版
会
、

O
九
年
）
所
収

（
原
典
公
表
は
一
八
九
七
年
）

内
村
鑑
三
②

「
猛
省
」
、

『内
村
鑑
三
選
集
非
戦
論
』
（
岩
波
書
店
、
九
O
年
）
所
収
（
原
文
公
表
は
一
八
九
七
年
）

内
村
鑑
三
③
「
戦
争
廃
止
論
」
、

同
右
所
収
（
原
文
公
表
は
一
九
O
三
年
）

宇
野
俊
一
『
日
清
・
日
露
』
小
学
館
（
『
日
本
の
歴
史
』
第
二
八
巻
）
、
七
六
年

海
野
福
寿

『韓
国
併
合
』
岩
波
新
書
、
九
五
年

オ

ヂ

ヨ

ン

呉
知
泳
『
東
学
史

l
l朝
鮮
民
衆
運
動
の
記
録
』
（
梶
村
秀
樹
訳
注
）
平
凡
社
、
七
O
年

大
江
志
乃
夫
『
兵
士
た
ち
の
日
露
戦
争
』
朝
日
新
聞
社
、
八
八
年
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オ
1
エ
ン

・
G
「
プ
ラ
ト
ン
対
話
編
に
お
け
る
『
テ
イ
マ
イ
オ
ス
』

の
位
置
」
、
井
上
忠
他
編

「ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
最
前
線

八
六
年
、
篠
崎
祭
訳
）
所
収

大

谷

正
①
『
近
代
日
本
の
対
外
宣
伝
』
研
文
出
版
、
九
四
年

大
谷
正
②
「
日
清
戦
争
」
、
井
口
和
起
編

『近
代
日
本
の
軌
跡
3
日
清
・

日
露
戦
争
』（
吉
川
弘
文
館
、
九
四
年
）
所
収

岡
倉
天
心

『茶
の
本
』
中
央
公
論
社
（
日
本
の
名
著

『岡
倉
天
心
』）、
八
四
年
（
原
典
は
イ
ギ
リ
ス
語
で
一
九
O
六
年
刊
）

U
Y干
J

4
’h
d矛
a外
務
省
①
『
朝
鮮
事
変
二
〔
甲
申
政
変
時
の
電
信
や
り
と
り
〕
』
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

g
u
O
U
C
H
U
A
3
00

外
務
省
②

「朝
鮮
暴
動
事
件

二
／
l
〔
漢
城
条
約
〕
』
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
∞
c
u
c
u
－－3
苫。

外
務
省
③
『
天
津
条
約
の
締
結
』
（
一
九
三
O
年
）、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

∞
R
GDou－∞
g

糟
谷
雄
一

『朝
鮮
の
近
代
』
、
山
川
出
版
社
（
世
界
史
リ
ブ
レ

ッ
ト
匂
）、
九
六
年

片
倉
佳
文

「観
光
コ
l
ス
で
な
い
台
湾
｜
1
6歩
い
て
見
る
歴
史
と
風
土
』
高
文
研
、
O
五
年

勝

海

舟

『氷
川
清
話
』
講
談
社
学
術
文
庫
（
江
藤
淳
・
松
浦
玲
編
）
、

0
0年

加
藤
文
三

『日
本
近
現
代
史
の
発
展
上
』
新
日
本
出
版
社
、
九
四
年

鹿
野
政
直
①

『福
沢
諭
士
口
』
清
水
書
院
（
人
と
思
想

幻
）
、
六
七
年

鹿
野
政
直
②

『福
沢
諭
吉
と
福
翁
自
伝
』
朝
日
選
書
、
九
八
年

（原
版
は
さ
・え
・ら
書
一房
、
七

一
年
刊
）

神
川
彦
松
監
修

「日
韓
外
交
資
料
集
成
第
七
巻
』
厳
南
堂
、
六
三
年

杵
淵
信
雄
①

『日
韓
交
渉
史
l
｜
明
治
の
新
聞
に
み
る
併
合
の
軌
跡
』
彩
流
社
、
九
二
年

杵
淵
信
雄
②

『海
外
の
新
聞
に
み
る
日
韓
併
合
』
彩
流
社
、
九
五
年

木

村

幹

『高
宗

・
閲
妃
｜
1
1然
ら
ば
致
し
方
な
し
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
喜
一
房
、
O
七
年

喜
安
幸
夫
①

『台
湾
島
抗
日
秘
史
』
原
書
一
房
、
七
九
年

喜
安
幸
夫
②
『
台
湾
統
治
秘
史
｜
｜
霧
社
事
件
に
至
る
抗
日
の
全
貌
』
原
書
一房
、
八
一
年

一一』

（東
大
出
版
会
、
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加
P

M

b

配
①
『
朝
鮮
近
代
史
研
究
』
社
会
評
論
社
（
新
訂
）
、
七
O
年

萎
在
彦
②
『
歴
史
物
語
朝
鮮
半
島
』
朝
日
選
童
R
O
六
年

自
わ
相
舵
編
『
カ
ラ
l
版
錦
絵
の
中
の
朝
鮮
と
中
国
｜
｜
幕
末

・
明
治
の
日
本
人
の
ま
な
ざ
し
』
岩
波
書
店
、

O
七
年

釘
日
町
ン
「

wr朝
鮮
政
略
」
（
一
八
八
四
年
）
、

山
辺
②
お
よ
び
琴
に
所
収
（
前
者
は
原
文

・
後
者
は
書
き
下
し
文
）

釘

対

円

『朝
鮮
王
妃
殺
害
と
日
本
人
｜
｜
誰
が
仕
組
ん
で
誰
が
実
行
し
た
の
か
』
高
文
研
、

O
九
年

ク
ム
ピ
g

ンドン

琴
乗
澗
『
金
玉
均
と
日
本
』
緑
蔭
書
房
、
九
一
年

磯
川
全
次

『知
ら
れ
ざ
る
福
沢
諭
士？
i

｜
下
級
武
士
か
ら
成
り
上
が
っ
た
男
』
平
凡
社
新
書
、
O
六
年

小
泉
信
三

『福
沢
諭
吉
』
岩
波
新
書
、
六
六
年

幸
徳
秋
水

『二
十
世
紀
の
怪
物
帝
国
主
義
』
岩
波
文
庫
（
書
名
は

『帝
国
主
義
』）
、
O
四
年

小
室
直
樹

『韓
国
の
呪
い
｜
｜
広
が
る
ば
か
り
の
日
本
と
の
差』

光
文
社
、
八
六
年

近
藤
吉
雄

「井
上
角
五
郎
先
生
伝
』
大
空
社
、
八
八
年

（
復
刻
原
本
は
四
三
年
刊
）

昆
野
和
七

『石
河
幹
明
論
説
目
録
に
つ
い
て
』
、
慶
応
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
、
九
二
年

資料・史料一覧

さ
行佐

高

信

『福
沢
諭
吉
伝
説
』
角
川
学
芸
出
版
、

O
八
年

篠
田
鎖
造

『
明
治
新
聞
奇
談
』
明
正
堂
、
四
三
年

芝
原
拓
自
他
編

『対
外
観
』
岩
波
書
店
（
日
本
近
代
思
想
体
系
ロ
）、
八
八
年

司
馬
遼
太
郎
①

『坂
の
上
の
雲
一
一
』
文
義
春
秋
、
六
九
年

司
馬
遼
太
郎
②

『「
明
治
」
と
い
う
国
家
』

日
本
放
送
出
版
協
会、

八
九
年

肌
ぅ
販
制

「図
説
台
湾
の
歴
史
』
平
九
社
（
演
島
敦
俊
監
訳
）、
O
七
年

部
僻
都
府
『
昌
徳
｛
呂
』
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）、
O
九
年
入
手

白
井
久
也

『明
治
国
家
と
日
清
戦
争
』
社
会
評
論
社
、
九
七
年
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杉

田

聡
①

「福
津
諭
吉
の
マ
キ
ヤ
ベ
リ
ズ
ム
と
侵
略
主
義
1
11

『時
事
新
報
』
朝
鮮

・
中
国
問
題
社
説
に
見
る
実
像
」
、
札
幌
唯
物
論
研
究
会
編

『唯
物
論

M
創
立
五
十
周
年
記
念
』
、
一

O
年

杉
田
聡
②
『
カ
ン
ト
哲
学
と
現
代
｜
｜
疎
外
・
啓
蒙
・
正
義
・
環
境
ジ
ェ
ン
ダ
l
』
行
路
社
、
一
二
年
初

杉
村

溶

「明
治
廿
七
八
年
在
韓
苦
心
録
』
龍
渓
書
舎
、
O
三
年
（
復
刻
原
本
は
一
三
年
刊）

鈴
木
淳
「
史
料
紹
介

『
雲
揚
』

艦
長
井
上
良
馨
の
明
治
八
年
九
月
二
九
付
け
江
華
島
事
件
報
告
書
」
『史
学
雑
誌
』

一
一
一
巻
一
一
一
号

（財
団
法

人
史
学
会
、
O
二
年
）
所
収

鈴
木
隆
敏
編

「新
聞
人
福
沢
諭
士
口
に
学
ぶ
｜
｜
現
代
に
生
き
る
「
時
事
新
報
」
』
産
経
新
聞
社
出
版
、

O
九
年

（「
鈴
木
隆
」
と
略
）

砂
川
幸
雄
「
中
上
川
彦
次
郎
の
華
麗
な
生
涯
』
草
思
社
、
九
七
年

そ
よ
っ
て
ん
ほ
う

荘
展
鵬
総
策
劃
〔
監
修
〕

「攻
台
見
聞
《
風
俗
登
報
台
湾
征
討
圏
給
》
』
遠
流
出
版
（
台
北
市
）
、

合
計
五
号
か
ら
の
翻
訳
）

－」＝TJjf
 

高
橋
宗
司
『
植
民
地
朝
鮮
の
日
本
人
』
岩
波
新
書
、

O
二
年

高
瀬
紫
峰
『
全
国
新
聞
雑
誌
評
判
記
』
、
吉
野
作
造
編

『明
治
文
化
全
集
』
第
一
七
巻
（
日
本
評
論
社
、

一
人
八
四
年
刊
）

竹
内
好
「
訳
注
」
、

『阿
Q
正
伝

・
狂
人
日
記
』
岩
波
文
庫
、
八
一
年

立
花
雄
一
「
横
山
源
之
助
小
伝
」
、
横
山
源
之
助

「日
本
の
下
層
社
会
』
（
岩
波
文
庫
、
八
五
年
）
所
収

田
村
実
造
編

『最
後
の
東
洋
的
社
会
』
中
央
公
論
社

（『
世
界
の
歴
史
』
第
九
巻
）、
六
一
年

田
保
橋
潔
①

『近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
上
』
原
書
一一
、
一
九
七
三
年
（
復
刻
原
本
は
四
O
年
刊
）

凹
保
橋
潔
②

『近
代
日
鮮
関
係
の
研
究
下
』
原
書
一房
、
一
九
七
三
年

（復
刻
原
本
は
四
O
年
刊
）

チ
ヨ

キ
ヨ
ン
ダ
ル

越

景

達

『異
端
の
民
衆
反
乱
｜
｜
東
学
と
甲
午
農
民
戦
争
』
岩
波
書
店
、
九
八
年

遠
山
茂
樹

『福
沢
諭
吉
｜
｜
思
想
と
政
治
と
の
関
連
』
東
大
出
版
会
、
七
O
年

一
九
九
五
年
（
『風
俗
画
報
』
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一
八
九
五
年
、

一
九
二
八
年
）
所
収

（復
刻
原
本
は



角
田
房
子
『
関
妃
暗
殺
｜

l
朝
鮮
王
朝
末
期
の
国
母
』
新
潮
文
庫
、
九
三
年
（
新
潮
社
初
版
は
八
八
年
刊
）

富
田
虎
男
『
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
歴
史
』
雄
山
閑
（
第
三
版
）
、
九
七
年
（
「
富
田
虎
」
と
略
記
）

富
田
正
文

「検
証
福
浮
諭
吉
』
岩
波
書
店
、
九
二
年

な
行内
閣

『朝
鮮
事
変
始
末
・
明
治
十
五
年
・
第
三
巻
〔
済
物
浦
条
約
・
日
朝
修
好
条
規
続
約
〕
』
（
一

八
八
四
年
）
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー

〉
O
U
C
M
u
m点
M
m
c
c

中
塚
明
①
『
日
清
戦
争
の
研
究
』
青
木
書
店
、
六
八
年

中
塚
明
②
『
歴
史
の
偽
造
を
た
だ
す
l
｜
戦
史
か
ら
消
さ
れ
た
日
本
軍
の
「
朝
鮮
王
宮
占
領
」
』
高
文
研
、
九
七
年

中
塚
明
③

「現
代
日
本
の
歴
史
認
識

l
ー
そ
の
自
覚
せ
ざ
る
欠
落
を
問
う
』
高
文
研
、

O
七
年

中
塚
明
④

「司
馬
遼
太
郎
の
歴
史
観
ー
ー
そ
の
「
朝
鮮
観
」
と
「
明
治
栄
光
論
」
を
問
う
』
高
文
研
、

O
九
年

中
塚
明
他

『N
H
Kド
ラ
マ

「坂
の
上
の
雲
」
の
歴
史
認
識
を
問
う
1
1日
清
戦
争
の
虚
構
と
真
実
』
高
文
研
、
一

O
年

中

野

等

『文
禄

・
慶
長
の
役
』
吉
川
弘
文
館

（
戦
争
の
日
本
史
二
ハ
）
、
O
八
年

中
山
治
一

一
編
『
帝
国
主
義
の
時
代
』
中
央
公
論
社
（
『
世
界
の
歴
史
』
第
一

一一一巻）
、
六
一
年

西
野
玄
「
仁
川
居
留
地
に
関
す
る
一
考
察
｜

l
仁
川
日
本
居
留
地
埋
立
問
題
を
中
心
に
」
、
『朝
鮮
学
報
』
第
一

九
四
輯
（
O
五
年
）
所
収

ノ
1
マ
ン
・

H
『
日
本
に
お
け
る
近
代
国
家
の
成
立
』
、
「ハ

l
バ
l
ト
・
ノ
l
マ
ン
全
集
』
第

一
巻
、
岩
波
書
店
、
七
七
年
（
イ
ギ
リ
ス
語
原
本

は
四
O
年
刊
）

延
兼
数
之
助

『続
・
日
本
近
代
化
と
租
税
』
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
八
四
年

資料・史料一覧

は
行秦
郁
彦
「
旅
順
虐
殺
事
件
l
｜
南
京
虐
殺
と
対
比
し
つ
つ
」
、
東
ア
ジ
ア
近
代
史
学
会
編

『日
清
戦
争
と
東
ア
ジ
ア
世
界
の
変
容
下
』
（
ゆ
ま
に

書
房
、
九
七
年
）
所
収

旗
回
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貌
他
編
『
朝
鮮
の
歴
史
』
三
省
堂
、
七
四
年



服
部
之
総
「
東
洋
に
お
け
る
日
本
の
位
置
」
、
『
服
部
之
総
著
作
集
第
六
巻
』
（理
論
社
、
五
五
年
）
所
収
（
原
文
公
表
は
五
二
年
）

羽
仁
五
郎
『
明
治
維
新
史
研
究
』
岩
波
文
庫
、
七
八
年

原
田
敬
一
『
日
清
・
日
露
戦
争
』
岩
波
新
書
（
『シ
リ
ー
ズ
日
本
近
現
代
史
』
③
）
、
O
七
年

平
井
晩
村
編

『風
雲
回
顧
録

〔岡
本
柳
之
介
伝
〕
』
中
公
文
庫
、
九
O
年
（
復
刻
原
本
は

一
九
一
一
年
）

平

山

洋

①

『福
沢
諭
吉
の
真
実
』
文
春
新
書
、

O
四
年

平
山
洋
②

『福
沢
諭
吉
｜
｜
文
明
の
政
治
に
は
六
つ
の
要
訣
あ
り
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一房
、
O
八
年

福
沢
諭
吉

『福
浮
諭
吉
全
集
』
全
一一一

巻

・
別
巻
、
岩
波
書
店
、
五
九
年
j
六
四
年

（
巻
数
を
①
②
の
よ
う
に
示
す
）

福
沢
諭
吉
『
福
浮
諭
吉
全
集
』
別
巻
、
岩
波
書
店
、
七

一
年
（
「
別
巻
」
と
略
記
）

福
沢
諭
吉

『修
業
立
志
編
』
時
事
新
報
社
、
一
八
九
八
年
（
「
立
志
」
と
略
記
）

福
地
源
一
郎

「新
聞
紙
実
歴
』
、
吉
野
作
造
編
『
明
治
文
化
全
集
』
第
一
七
巻
（
日
本
評
論
社
、
一
九
二
八
年
）
所
収
（
復
刻
原
本
は
一
八
九
四
年

刊）
藤
村
道
生

『日
清
戦
争
｜
｜
東
ア
ジ
ア
近
代
史
の
転
換
点
』
岩
波
新
書
、
七
四
年

p
m
E
＝。。《
pr印円
三

O
B
R
q
E仏
n
F
E
E
－o聞で
R
F
E
p
m（
R
F）
wgヱU
5F3hb町内
E
品
、
苦
言
吉
、
ト
込町、”の
ω
E
r
z門
f
o
d
－－J
f
H
3
N

U

相
ジ
お
膨

『日
清
戦
争
と
朝
鮮
』
青
木
書
店
、
八
二
年

制
郡
山
仲
監
修

「東
学
農
民
革
命

一
O
O年
｜
｜
革
命
の
野
火
、
そ
の
黄
土
の
道
の
歴
史
を
訪
ね
て
」
つ
ぶ
て
書
房
（
信
長
正
義
訳
）
、
O
七
年
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ま
行丸
谷
嘉
徳

『福
沢
諭
吉
研
究
』
創
栄
出
版、

O
二
年

丸
山
真
男
①
「
解
題
」
、

「福
沢
諭
吉
選
集
第
四
巻
』
岩
波
書
店
、
五
二
年

丸
山
真
男
②

『福
沢
諭
吉
の
哲
学

他
六
編
』
岩
波
文
庫

（松
沢
弘
陽
編
）
、
O
一
年
（
初
出
は
四
二

1
九
二
年
）

宮
嶋
博
史

「両
班
｜
｜
李
朝
社
会
の
特
権
階
層
』
中
公
新
書、

九
五
年

陸
奥
宗
光

『定
案
録
』
中
央
公
論
社
（
日
本
の
名
著

『
陵
奥
宗
光
』
）、
八
四
年



森
山
茂
徳
『
日
韓
併
合
』
吉
川
弘
文
堂

（日
本
歴
史
叢
書
U
）
、
九
二
年

や
行安
川
寿
之
輔
①
『
福
沢
諭
土
口
の
ア
ジ
ア
認
識
｜
｜
日
本
近
代
史
像
を
と
ら
え
返
す
』
高
文
研
、
0
0
年

安
川
寿
之
輔
②

『福
沢
諭
吉
と
丸
山
真
男
｜
｜

「
丸
山
諭
吉
」
神
話
を
解
体
す
る
』
高
文
研
、

O
三
年

安
川
寿
之
輔
③

『福
沢
諭
吉
の
戦
争
論
と
天
皇
制
論
｜
｜
新
た
な
福
沢
美
化
論
を
批
判
す
る
』
高
文
研
、

O
六
年

矢
内
原
忠
雄

『帝
国
主
義
下
の
台
湾
』
（
一
九
二
九
年
）、
若
林
正
文
編
『
矢
内
原
忠
雄
「
帝
国
主
義
下
の
台
湾
」
精
読
』
（
岩
波
現
代
文
庫
、

O
一

年
）
所
収

山

川

均

「山
川
均
自
伝
』
岩
波
書
店

（山
川
菊
栄
他
編）
、
六
一
年

山
辺
健
太
郎
①

『日
韓
併
合
小
史
』
岩
波
新
書
、
六
六
年

山
辺
健
太
郎
②

「日
本
の
韓
国
併
合』

太
平
出
版
社
、
六
六
年

山
辺
健
太
郎
③

「
甲
申
目
録
の
研
究
」
、
朝
鮮
学
会
編
『
朝
鮮
学
報
』
第
一
七
輯
（
一
九
六
O
年）

所
収

山
辺
健
太
郎
④
『
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
』
岩
波
書
店
、
七
一

年

横
山
源
之
助

『日
本
の
下
層
社
会
』
岩
波
文
庫
、

八
五
年
改
版

（原
書
は
一
人
九
人
年
刊
）

吉
田
傑
俊
『
福
沢
諭
吉
と
中
江
兆
民
』
大
月
書
店
、

O
九
年

吉
野
誠
「
李
朝
末
期
に
お
け
る
米
穀
輸
出
の
展
開
と
防
穀
令
」、
朝
鮮
史
研
究
会
編

『朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
一
五
集
（
七
八
年
）
所
収

資料史料一覧

ら
行レ
1
ニ
ン

『帝
国
主
義
論
」
岩
波
文
庫
（
宇
高
基
輔
訳
）
、
五
六
年

歴
史
教
育
研
究
会
（
日
本
）
・
歴
史
教
科
書
研
究
会

（
韓
国
）
編

『日
韓
交
流
の
歴
史
』
明
石
書
店、

O
七
年
（
「
歴
史
」
と
略
記
）
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